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一人暮らし大学生の住環境と定住意欲に関する調査 

―兵庫県姫路市を事例として― 

 

壽賀 菜々葉・岡田 ほのか・大西 飛勇吾・中島 勇風・村田 萌々香・太田 尚孝 

  

Ⅰ．はじめに 

１）研究の背景 

 近年、人口急減と少子高齢化の進行という人口問

題に対処すべく国及び各地域で地方創生の動きが見

られる。これは、東京圏への人口の過度の集中を是

正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保するこ

とが目標とされている。政府の組織や計画としても、

2016年 9月に「まち・ひと・しごと創生本部」が設

置され、同年に「まち・ひと・しごと創生長期ビジ

ョン」が策定された。 

 東京圏への転出超過数の多い地方公共団体は、政

令指定都市や県庁所在市などの中枢中核都市が大半

を占める。東京都へ転出した上位 62市では、中枢中

核都市が全体の約 5 割である(H30 時点）。これらの

中枢中核都市では、東京圏以外では転入超過の都市

が多くなっており、周辺から集めた人口を地域内に

とどめる都市力の向上が共通的の課題といえる。つ

まり、活力ある地域社会を維持するための中心・拠

点として、東京圏への人口流出を抑止する機能を発

揮することが政策課題になっている。 

 この課題を解決する糸口として、宋(2020)は、自

治体の人口増減と居住満足度には高い相関関係があ

ることを示した。また、小塚(2009)は、定住化にお

いて「年代」による特徴もあると指摘している。す

なわち、特に地方都市においては、大学卒業後の転

出者が多く、大学生の居住満足度を向上させる要因

と定住意識への関連性を明確化、これを政策立案や

具体的な事業に活かすことが重要といえる。 

 

２）既往研究のレビュー 

 地方創生と大学生に関する研究は、2010年代以降、

盛んに行われてきた。 

 近年の例を挙げれば、見舘ら(2016)は大学生独自

の要因である異質さ、若さ、未熟さが相互に影響す

ることで地元の魅力の学び直しを促し、地元の自立

へと展開していく「地方創生モデル」を提示してい

る。具体的には、専門知識と学生の主体性、行政の

サポートを土台とし、地元住民と教員がともに学生

を育てる意識を涵養しつつ地元の魅力を学び直し、

そして地元の自立へとコーディネートすることが重

要であると主張している。また、川瀬(2021)は宮城

県の大学生を対象に調査行い、地元志向の高い学生

は地元での就職を希望し、異文化志向の高い学生は

出身地以外での就職を希望する傾向があることを示

している。さらに、「学生による企業・自治体訪問」

に関する取り組み後には地元志向の高い学生はもち

ろん、異文化志向の高い学生も地元での就職を希望

する割合が増加することを示した。関連して、平尾・

重松(2006)は地元志向の強い学生は就職活動にネガ

ティブであり、将来やりたい仕事があるわけでもな

く、仕事する自分をイメージできないとする。関連

して、大学も含めた地域全体で、地元志向の強い若

者の働く力を高める努力が必要であると指摘してい

る。 

他方、行政組織の調査では、愛媛県(2014）、鳥取

市(2015)、姫路市(2017)があげられる。これらの調

査からは、他地域への定住、就職を希望する傾向が

強い一方で、地元出身者に限ると地元への定住、就

職を希望する傾向が強いことが示されている。 

しかし、一連の諸研究は、基本的に大学生を主体

とした地方創生の取り組みに焦点を当てたものであ

り、地方都市における若者の定着に向けた具体的な

取り組みや方針等が十分に論じられていない。 
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３）対象地の選定・本研究の目的 

 本研究では、兵庫県姫路市を対象とした。選定理

由としては、同市は中核都市であり、人口動態が自

然減かつ社会減であることが挙げられる。そこで本

研究では、姫路市を事例として、地元出身者ではな

い大学生の居住満足度と定住意識の現状と課題を明

らかにする。その上で、改善案の提案を行い、地方

都市における地方創生への取り組みに関する今後の

方向性を検討することを目的とする。 

 

４）用語の定義・仮定 

本研究は、大学生の居住満足度を調査する際に、

ハード面である「周辺環境」とソフト面である「生

活環境」に分け、これらを合わせたものを「住環境」

とした(第１図)。 

 

 

第１図 住環境満足度とは 

筆者作成 

 

また、本研究では具体的な調査対象者として一人

暮らし大学生に注目する。その理由は、彼ら・彼女

らは在学中を姫路市で過ごすため、その間に姫路市

に対する愛着を形成することができれば姫路市への

定着を促す一要因になると仮定したためである。な

お、調査実施時期は新型コロナウイルス感染症の影

響もあると考え、コロナ禍の影響の有無も含めて分

析する。 

 

５）研究の構成・手法 

 第 2章では、姫路市の地方創生における取り組み

である「ひめじ創生戦略」の概要と大学生に向けた

取り組みを文献調査と姫路市政策局へのヒアリング

調査（2021年 8月実施）から明らかにする。 

 第 3章では、姫路市の大学と学生の居住形態を統

計データから明らかにした上で、姫路市内の大学生

の一般的な居住環境として兵庫県立大学生協オリジ

ナルマンションの特徴を明らかにする。 

 第 4章では、姫路市内に立地する兵庫県立大学大

学生協オリジナルマンション居住者にアンケート調

査を実施し、居住満足度と定住意識に関する一人暮

らし大学生の現状を明らかにする。 

 第 5章では、本研究のまとめとして、各章で明ら

かになったことを整理した上で、コロナ禍も含めた

一人暮らし大学生の姫路市への定住に向けた取り組

みや改善案を提案する。また、今後の地方都市にお

ける地方創生の可能性や課題を論じる。 

 

Ⅱ．姫路市の地方創生に関する取り組みの実態 

１）姫路市の地方創生の基本方針と課題 

 兵庫県の中核市の中で、人口動態が自然減かつ社

会減となっているのは姫路市と尼崎市だけである。

そこで、姫路市では「ひめじ創生戦略」として対策

を行っている。基本目標としては、①地域経済を活

性化し、安定した雇用を創生、②学び、働き、暮ら

し、交流する新しい人の流れを創生、③生涯を通じ

ていきいきと活躍できる社会の創生、④出産、子育

てにやさしい社会を創生、⑤播磨の中枢都市として

魅力ある都市・圏域を創出、の 5点をあげている。 

 また、上記の基本目標の課題として、主に 20代

前半の若者の転出が挙げられているため、②の対策

が急務といえる。かつ、特に女性の転出が多く、基

本目標④の点からも対策が必要である(第２図)。姫

路市の 20代は、姫路市の転出の約 4割であり、転

出先として上位 3の自治体は、神戸市 27.8％、大

阪市 25.8％、東京都特別区 17.5％である。 

 

第 2図 姫路市の年齢別転出入状況 

(R1.10から R2.9まで) 

出典：姫路市(2021)から作成 
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２）姫路市へのヒアリング調査 

１．ヒアリング調査の概要・目的 

姫路市が特に大学生や若者に向けて行っている地

方創生の取り組みやコロナの影響による変化を明ら

かにすることを目的として 2021年 8月 26日に姫路

市政策局へヒアリング調査を行った。 

 

２．ヒアリング調査の結果 

 姫路市では、人材確保支援に関して特定の職業に

関する金銭面での支援や県外から UJIターン者を対

象とした助成制度を設けている。学生に対しても、

地元企業と学生をつなげる活動をしている。コロナ

禍による変化としてイベントがオンラインになった

が、参加者の減少などは見られていない。これ以外

にも、ヒアリング調査結果からは以下の表のように、

今後、姫路市の大学生や若者向けた地方創生の取り

組みの現状と課題が整理できた(第 1表)。 

 

第 1表 姫路市の大学生や若者への取り組み 

就

職 

現

状 

若者に対する企業周知に向けて働く場所だけでなくそ

の地域に住まうことも一体的に提案 

課

題 

コロナ禍により地元企業周知に向けたイベントの開催

が困難 

対

策 

地域の企業を集めたバーチャル合同企業説明等を取り

入れる 

広

報 

現

状 

姫路市役所のホームページやチラシにて広報を行って

いる 

課

題 

広報活動において世代別の発信方法の工夫がされてい

ない 

対

策 

SNSや ICTを活用した発信を市民活動推進課から自治会

へ推進していく予定 

地

域

と

の

関

わ

り 

現

状 

地域自治体との関わりの希薄化（意欲的に参加したいと

答えるのは 20代では全体の 9.9％、30代では 34.4％）

が顕著である 

課

題 

行政の自治会への介入は現時点で考えられない 

対

策 

姫路市の魅力周知に向けた市独自のイベントを実施し

ているが、対策が難しい状況である 

出典：ヒアリング調査結果から作成 

 

Ⅲ．兵庫県立大学の居住形態について 

１）兵庫県立大学生の住まい方 

姫路市内には現在、5つの大学(短期大学を含む 6

キャンパス)がある。このうち、兵庫県立大学が 2

キャンパス(姫路工学キャンパスと姫路環境人間キ

ャンパス)立地し、他は私立大学である(第 3図)。

なお、姫路大学と豊岡短期大学は同じ敷地内であ

る。また、 姫路市の 2021年における学生数は約

5,000人であり、年々減少傾向にある。市内大学生

で兵庫県立大学生は 52.2％ であるため、兵庫県立

大学生を対象として研究を進めていく。 

 

 

第 3図 姫路市内の大学・短期大学と学生数 

出典：地理院地図から作成 

 

なお、兵庫県立大学は、赤穂郡に播磨理学キャン

パスもあり、理学部生は基本的にこのキャンパスに

通うが、1 年次は全学共通教育となるため姫路工学

キャンパスに通う(以下、工学部・理学部・環境人間

学部を西地区学部)。西地区学部では、約 6割が県内

出身者であり、約4割が県外出身者である(第2表)。 

 

第 2表 西地区学部別の県内・県外出身者 

（2018年から 2021年の合計） 

県内/県外出身

者数（人） 

学部名 

合計 環境人間

学部 
工学部 理学部 

県内出身者数 564 1,003 272 1,839 

県外出身者数 291 447 484 1,252 

合計 855 1,480 756 3,091 

出典：『データで知る兵庫県立大学』より作成 

 

関連して、環境人間学部生の居住形態に関する調

査結果を以下のグラフに表す(第 4図、第 5図）。ア
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ンケート調査は、2021年 6月 21日から 29日に環境

人間学部学生 860人(主に学部生)を対象として行い、

回収数は 425人(回収率：49.4％)であった。 

 結果として、環境人間学部では、一人暮らしをし

ている学生は約 40％を占める(第 4 図)。このうち、

約 80％が県外出身者である(第 5 図）。したがって、

一人暮らしをしている学生の過半数が県外出身者で

あると推測できる。 

 

 

第 4図 現在の居住形態について(n=425) 

出典：アンケート調査結果から作成 

 

 

第 5図 出身と居住形態について（n=425) 

出典：アンケート調査結果から作成 

 

２）兵庫県立大学生協の学生向けの住宅斡旋事業 

 大学生協では、学生を支えるサービスの１つとし

て、学生マンションの斡旋事業を行っている。大学

生協の斡旋による成約件数は、2018 年から 2019 年

にかけて計 827人である(第 3表）。環境人間学部、

工学部、理学部において、第 2 表の県外出身者計

1,252 人をすべて一人暮らしと仮定すると全体の

66.1％の学生が利用していることになる。 

第 3表 学部別大学生協住まい成約件数の内訳 

学部名 
入学年度 

合計 
2018 2019 2020 2021 

環境人間学部 49 55 30 45 179 

工学部 89 89 68 71 317 

理学部 90 105 79 57 331 

合計 228 249 177 173 827 

出典：大学生協提供データより作成 

 

 このうち、姫路市内の生協オリジナルマンション

は 9棟、部屋数は 208部屋である(2021年6月時点、

満室）。月額家賃は 3.95～5.25万円である。特徴的

なサービスとしては、ハード面ではバストイレセパ

レート、オートロックシステム、宅配ＢＯＸ、ＩＨ

調理器などがある。立地状況では、姫路工学キャン

パス付近に 4棟(以下、A棟・B棟・C棟・D棟）、姫

路環境人間キャンパス付近に2棟（以下、E棟・F棟）、

2つのキャンパスの間に 3棟(以下、G棟・H棟・I棟）

である(第 6図）。 

 

 

第６図 生協オリジナルマンションの立地 

出典：現地調査から作成 

 

利便性の一指標として、スーパーマーケットより

も数が多く、距離と数によって比較しやすいコンビ

ニエンスストアの立地をそれぞれのエリアにある棟

から 700m 圏内(大学生の徒歩圏と仮定)で以下の表

にまとめた(第 4表）。つまり、工学エリア、中間エ

リア、環境エリアと姫路市の中心市街地に近づくに

つれコンビニ数が増えている。コンビニは一指標で

64%

36%

実家暮らし

一人暮らし(シェアハウスも含む)

59%
28%

8%
5%

県内×実家暮らし 県外×一人暮らし

県内×一人暮らし 県外×実家暮らし
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しかないが、第 6図の立地環境から見ても、工学エ

リアでは、中間エリア・環境エリアと比べて利便性

に欠けると推測できる。 

 

第 4表 エリア別半径 700ｍ圏内コンビニの立地 

調査地点名 コンビニ数（距離） 

工学エリア(A棟前） 1（350ｍ） 

中間エリア（G棟前） 2（290m、550ｍ） 

環境エリア(E棟前) 3（60ｍ、600ｍ、650ｍ） 

出典：GISによる分析結果から作成 

 

Ⅳ．アンケート調査からみる住環境の現状 

１）アンケート調査について 

１．調査概要・目的 

姫路市内の兵庫県立大学生協オリジナルマンショ

ンの居住者を対象として、一人暮らし大学生の住環

境と定住意識について現状を把握することを目的と

してアンケート調査を行った。 

アンケート調査は、2021年 7月 9日から 8月 6日

にかけてポスティング及び Google フォームを使っ

て行った。調査対象者は全居住者 208人、回収数は

53票(回収率：25.5％)であった。なお、本調査では、

大学生協の管理物件でも一律した住まいサービスが

展開されている兵庫県立大学生協オリジナルマンシ

ョンを対象とした。この理由は、住環境評価を行う

にあたり、回答者の住まい環境の水準を合わせるこ

とでより正確な結果が得られると考えたからであっ

た。 

２．回答者の属性 

 回答者 53人のうち、県外出身者が 41人であり、

約 8割を占めていた。また、学部・研究科の属性は

以下表 5の通りである(学部生が大半）。 

 

第 5表 回答者の所属学部・研究科(n=53) 

学部・研究科 人数(人) 

環境人間学部・研究室 23 

工学部・研究室 23 

理学部・研究室 7 

出典：アンケート調査結果から作成 

 

２）アンケート調査結果の分析 

１．住環境満足度について 

 周辺環境と生活環境についてのアンケート結果を

以下の表にまとめた(第 6表、第 7表)。 

 

第 6表 周辺環境満足度(n=53) 

 とても 

満足 

やや 

満足 

やや 

不満 

とても 

不満 

1.買い物施設（ス

ーパーコンビニ

等）の立地 

45％ 34％ 17％ 4％ 

2.飲食店（ファミ

レスやカフェ）の

立地 

9％ 25％ 38％ 28％ 

3.医療機関（病院

等）の立地 
11％ 51％ 30％ 8％ 

4.公園や緑地等の

立地 
26％ 58％ 15％ 0％ 

5.歩行者や自転車

走行時の周囲の安

全性 

6％ 11％ 53％ 30％ 

6.姫路駅へのアク

セスの良さ 
9％ 30％ 40％ 21％ 

7.周辺の騒音の少

なさ 
28％ 47％ 25％ 0％ 

8.1～7を総合的に

みた周辺環境にお

ける満足度 

13％ 53％ 28％ 6％ 

出典：アンケート調査結果から作成 

 

第 7表 生活環境満足度(n=53) 

 とても 

満足 

やや 

満足 

やや 

不満 

とても 

不満 

1.現在の住まいに

満足している 
17％ 66％ 13％ 0％ 

2.生活する上で満

足のいく収入（ア

ルバイト、仕送り

等）がある 

42％ 45％ 8％ 6％ 

3.現在の食生活に

満足している 
15％ 49％ 30％ 6％ 

4.定期的に運動し

ている（週２回以

上３０分程度） 

19％ 30％ 23％ 28％ 

5.オンライン授業

の増加により、学

習意欲は高まった  

4％ 13％ 51％ 32％ 

6.大学の友人関係

に満足している 
32％ 38％ 23％ 8％ 

7.家族との繋がり

（定期的連絡等）

に満足している 

36％ 55％ 8％ 2％ 

8.1～7を総合的

にみた生活環境に

おける満足度 

8％ 70％ 21％ 2％ 

出典：アンケート調査結果から作成 
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第 7図 周辺環境の総合的な満足度(n=53) 

出典：アンケート調査結果から作成 

 

 
第 8図 生活環境の総合的な満足度(n=53) 

出典：アンケート調査結果から作成 

 

周辺環境満足度は、「とても満足」が 28％、「やや

満足」が 47％であり、半数以上が満足している。満

足度の高い項目には、周辺施設の立地や騒音などが

挙げられる。逆に満足度の低い項目は、交通や移動

に関する項目であり、改善が必要である。また、エ

リア別では、工学エリアでの満足度が低い(第 7図)。

前章でも述べたように、中心市街地から離れるにつ

れて周辺環境満足度の評価が低いといえる。 

生活環境満足度は、「とても満足」が 8％、「やや

満足」が 70％であり、半数以上が満足している。一

方で、満足度の低い項目は、運動や学習に関する項

目であり、少なからずコロナ禍の影響があると考え

られる。また、エリア別に生活環境満足度をみると、

周辺環境満足度と比べて大差はないが、生活環境満

足度も、中心市街地から離れるにつれて評価が低く

なる(第 8図)。 

 

２．姫路への定住意欲について 

 「今後姫路市に定住してもよいか」という質問に

は、約 7割が姫路市から離れたいという回答であっ

た(第 9図)。エリア別でみると、環境エリアに比べ、

中間エリアと工学エリアにて定住意欲が低い(第 10

図)。自由記述形式での理由を、出現回数に加えて重

要度を付加した値を基にワードクラウド形式でみる

と、｢住｣が重要な指標といえた(第 11図)。 

 

 

第 9図 姫路市への定住意欲について(n=53) 

出典：アンケート調査結果から作成 

 

 

第 10図 姫路市への定住意欲について(n=53) 

出典：アンケート調査結果から作成 

 

３）若者定住に向けた学生目線での提案 

 以上の調査を踏まえた上で、一人暮らし大学生が

地方都市である姫路市への定住意欲を高めるための

提案を 2点考えた。 

1 つ目は、レンタサイクルを大学キャンパス内、

あるいはその付近に設置することである。周辺環境

満足度評価において、移動に関する項目が他項目よ 
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第 11図 定住意欲についての回答理由 

出典：ユーザーローカル社の AIテキストマイニング結果 

 

り低いことが特徴であると考え、改善策として、姫

路市中心市街地である姫路駅前に設置されているレ

ンタサイクル｢姫チャリ｣を大学にも設置することを

提案する。｢姫チャリ｣とは、姫路市中心市街地に 20

か所あるサイクルステーションであればどこでも貸

出・返却ができるものである。料金システムは、１

日 100円の基本料金に 60分を超えると、30 分ごと

に追加料金として 100円が加算されていく。しかし、

60分以内でステーション間を乗り継げば、何回でも

利用できる。また、1 ヶ月利用や半年利用などもで

きるため、ステーション数を適切に増やすことがで

きれば、利用方法の拡大に繋がると考える。これに、

学生証を使って割り引きできるサービスやレンタサ

イクルのネット予約システムなど新たに取り入れる

ことでより若者に活用してもらえるようになると思

われる。 

 

第 12図 姫チャリステーション 

出典：筆者撮影 

 

 

第 13図 姫チャリステーションの立地 

出典：姫チャリ HP 

現状では、｢姫チャリ｣は、主に姫路城一帯の観光

を目的に設置されているが、学生の通学などにより

活用幅が広がるので、今まで以上に利用者の増加も

期待でき、住環境満足度向上にも繋がるため、姫路

市全体としても良い影響があると考える。 

 

第 14図 学生・行政・地元企業の関係性 

出典：筆者作成 

 

 2 つ目は、行政と学生が協働で就活イベントを開

催し、地元企業を紹介するという提案である。生活

環境満足度において、学習意欲の低下や運動不足の

傾向が見られた。これらは、コロナ禍の影響があり、

生活環境評価にも大きく関係すると考えられる。兵

庫県立大学令和 3年度学生実態調査においては、「コ

ロナ禍において、学生生活で不安なことや困ったこ

と」という質問に対し、24.0％が「就職活動・資格

取得」と回答しており、就職活動に対しての不安が

大きいことがわかる。よって、この提案は生活環境

満足度の向上に繋がると考えられる。また、姫路市

における地方創生の課題点であった広報についても、

対象者である学生が運営に関わるため、改善される
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と思われる。地元企業においても、周知させるきっ

かけとなるためより優良な人材確保が期待できる。

学生・行政・企業それぞれにメリットがあり、結果

として、姫路市への定住にも繋がると考えられる。 

 

Ⅴ. 研究のまとめと今後の調査課題 

 本研究では、兵庫県姫路市を事例として地方都市

における一人暮らし大学生の住環境評価と定住意欲

の関係を調査し、課題を分析することで改善案を提

示することを研究の目的とした。 

 第 2章では、姫路市の地方創生についての特徴を

整理し、ヒアリング調査から地方創生における若者

に向けた取り組みの現状と課題が明らかになった。

姫路市の若者に向けた取り組みはコロナ禍でもオン

ラインなどで開催されているが、広報活動として、

年代別にＳＮＳやＩＣＴを活用した方法が十分実施

されていないということが問題であると考えられた。 

 第 3章では、兵庫県立大学生の住まい方の現状を

整理し、姫路市内にある生協オリジナルマンション

の周辺環境を整理した。兵庫県立大学環境人間学部

では、一人暮らしをしている学生が約 4割であり、

そのうち約 8割が県外出身者であるとわかった。ま

た、周辺環境において、コンビニエンスストアの立

地から工学キャンパスは、中間エリア・環境人間エ

リアと比べ、利便性に欠けると推測した。 

 第 4章では、生協オリジナルマンション居住者を

対象としたアンケート調査から、住環境満足度は中

心市街地から離れるにつれて評価が低くなることが

示された。周辺環境満足度では、交通や移動に関す

る項目について評価が低く、生活環境満足度では運

動や学習に関する項目について評価が低いことがわ

かった。定住意欲については、｢住｣がキーワードと

いえ、住環境と定住意欲は密接に関係していると考

えられた。また、定住に向けた取り組みについてレ

ンタサイクルの活用と就活イベントの提案を行った。 

本研究の結論として、現状では、地方都市におい

て他地域から移住した一人暮らし大学生の定住意欲

は低い。行政としても地方創生に向けた取り組みを

行っているが、対象者に即した広報活動が十分にで

きていないため、改善策が必要であると考えられる。

また、住環境と定住意欲には関連性があり、住環境

満足度の評価を向上させることは定住意欲の向上に

繋がると考えられる。 

例えば、兵庫県神戸市明石舞子団地では、2011年

から｢学生シェアハウス｣を行っている。これは、団

地内の県営住宅の空き住戸に学生が入居する取り組

みであり、一番の目的はあくまで「学生による地域

貢献」と定め、学生の数を集めることよりも、自治

会に参加し、団地での活動に積極的に取り組んでく

れる学生を求めている。この地域では｢学生シェアハ

ウス｣を始めてから、これまで自治会活動に参加しな

かった住民も参加するようになり、自治会活動がこ

れまでより盛んになったといわれる。類似の事例と

して、茨城県守谷市では、｢飛び込む・関わる・創る

シェアハウス事業｣と題し、市内の空き家を市が借り

上げ、そこに市外在住の学生をシェアハウスとして

住まわせている。そして、地域活動等に参加しても

らうことで地域の活性化を図っている。 

これらの事例のように、県や市が学生に空き家を

住まいとして安価に提供し、その代わりに学生に地

域活動に参加してもらう仕組みは、地方都市の空き

家の多い地域で活用できるといえる。もちろん、学

生への一時的な居住機会の提供や地域活動の活性化

を越えて、それが卒業後の定住につながるかどうか

は、都市や地域コミュニティ、あるいは居住環境ご

とに事情があるため、慎重に議論されなければなら

ない。それでもなお、社会実験的に姫路市を含めて

チャレンジする価値はあると思われる。 

今後の研究課題としては、本研究は、住環境評価

の際に、生協オリジナルマンション居住者に特化し

たものであるため、調査母数が少なく普遍性のある

研究であるとは言い難い。ゆえに地方都市における

一人暮らし大学生の住環境と定住意欲について他の

地域や大学での事例調査が必要であるといえる。そ

の上で、提案の実現性や課題解決能力があるのかの

検証を行うことが必要である。 

 

付記 

 本研究は、筆者らが所属する兵庫県立大学環境人

間学部都市計画研究室の 3年生前期の研究室プロジ
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ェクトとして実施した。本研究の実施にあたり、兵

庫県立大学生協をはじめ、姫路市政策局地方創生室・

高等教育室の皆様、アンケート調査にご協力いただ

いた兵庫県立大学の学生の皆様には大変お世話にな

りました。記して感謝申し上げます。なお、本稿は、

令和 3年度兵庫自治学会研究発表大会における発表

内容を基に、その後加筆修正を行った。 
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